
　

新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
は
本
当
に

様
々
な
こ
と
が
起
き
た
年
で
し
た
。

　

春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
３
月
11
日
、

東
北
の
太
平
洋
岸
を
中
心
に
、
甚
大
な
被

害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
そ
の
被
害

は
直
接
的
に
震
災
地
と
な
ら
な
か
っ
た
仙

北
市
も
飲
み
込
み
、
現
在
も
観
光
商
工
分

野
は
大
打
撃
を
被
っ
て
い
ま
す
。
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
市
内
の
農

業
や
林
産
業
、
内
水
面
に
携
わ
る
方
々
に

と
っ
て
大
き
な
懸
念
材
料
で
す
。
そ
ん
な

中
で
も
、
市
民
の
皆
様
は
、
災
害
が
発
生

し
た
直
後
か
ら
救
援
物
資
の
提
供
、
炊
き

出
し
、
心
の
ケ
ア
に
い
た
る
ま
で
、
多
彩

な
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
大
反
省
が
必
要
な
事
案
は
、
所
得
税

還
付
等
問
題
で
す
。
市
民
の
み
な
ら
ず
県
・

県
民
の
皆
様
に
も
多
大
な
ご
迷
惑
と
ご
心

配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
改
め
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

関
係
職
員
の
処
分
は
、

12
月
21
日
に
発
令
し
ま
し
た
。
停
職
６
ヶ

月
２
名
、
停
職
３
ヶ
月
１
名
、
停
職
１
ヶ

月
３
名
、減
給
10
分
の
１
（
１
ヶ
月
）
１
名
、

戒
告
３
名
、
訓
告
11
名
、
厳
重
注
意
５
名

で
、
総
勢
26
名
で
す
。
石
山
修
副
市
長
は

事
務
方
ト
ッ
プ
と
し
て
引
責
辞
任
、
市
長

の
私
は
条
例
改
正
の
上
で
、
さ
ら
な
る
報

酬
削
減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
再
発
防
止

策
に
も
着
手
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
や

県
な
ど
各
機
関
に
対
し
、
過
大
受
給
分
の

返
納
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。
正
す
べ
き
を

正
し
な
が
ら
、
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の

信
頼
回
復
に
努
め
る
こ
と
を
お
誓
い
し
ま

す
。
何
度
お
詫
び
を
申
し
上
げ
て
も
足
り

な
い
位
で
す
。
本
当
に
済
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

一
方
、
昨
年
は
今
後
の
市
勢
に
弾
み
が

つ
く
喜
ば
し
い
出
来
事
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ク
ニ
マ
ス
の
発
見
を
機
に
、
山
梨
県

富
士
河
口
湖
町
と
の
交
流
が
具
体
化
し
た

こ
と
、
長
崎
県
大
村
市
長
と
の
懇
談
で
、

長
く
休
止
し
て
い
た
子
ど
も
交
流
の
復
活

を
双
方
で
望
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
こ
と
、
玉
川
温
泉
と
台
湾
北
投
温
泉
の

温
泉
連
携
協
定
で
、
東
ア
ジ
ア
圏
域
の
温

泉
交
流
が
見
え
て
き
た
こ
と
等
々
。
今
年

は
国
内
外
交
流
が
加
速
す
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
情
報
時
代
に
対
応
し
、
産
業
対
策
・

定
住
対
策
に
不
可
欠
と
考
え
て
い
た
全
市

光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
実
現
が
、
平
成
25
年
度

前
後
で
完
了
で
き
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に

産
業
振
興
基
本
条
例
・
市
民
読
書
条
例
な

ど
が
制
定
さ
れ
、
各
分
野
で
具
体
政
策
が

進
む
環
境
が
格
段
に
進
展
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
要
望
の
続
く
保
育
園
・
幼
稚

園
の
待
機
児
童
解
消
は
、
今
年
の
当
初
予

算
で
解
決
の
糸
口
を
つ
く
り
ま
す
。
ま
た

福
祉
向
上
の
た
め
、
施
設
整
備
や
人
材
育

成
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

　

農
畜
連
携
事
業
と
し
て
、
県
外
の
畜
産

会
社
と
大
規
模
肉
用
牛
団
地
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
に
は
市

内
で
の
大
規
模
肉
用
牛
団
地
の
実
現
を
目

指
し
、
基
礎
計
画
の
策
定
に
向
け
て
関
係

団
体
等
と
協
議
を
行
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
畜
産
振
興
の
ほ
か
、
畜
産
を
活

か
し
た
新
た
な
転
作
作
物
（
新
規
需
要
米

等
）
の
導
入
が
容
易
と
な
る
こ
と
か
ら
、

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
も
有
効
な
手
段

の
一
つ
で
、
農
業
環
境
保
全
や
農
業
所
得

の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
震
災
後
の
作
物
団
地
育
成
を

目
指
し
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ブ

ナ
森
牧
場
跡
地
を
活
用
し
た
栽
培
実
証
な

ど
も
、
規
模
を
拡
大
し
て
取
り
組
む
予
定

で
す
。
遅
れ
て
い
た
土
地
改
良
事
業
も
や
っ

と
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
社
会
の
仕
組
み
や
価
値
観
が

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
仙
北
市
は

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
正
常
運
転
を
目
指
し
ま
す
。
加
え

て
電
気
自
動
車
事
業
、
小
水
力
発
電
事
業

を
標
榜
し
ま
す
。

　

市
立
角
館
総
合
病
院
の
新
築
は
平
成
26

年
秋
を
目
処
に
設
定
、
議
会
に
は
特
別
委

員
会
の
設
置
も
い
た
だ
き
議
論
が
本
格
化

し
て
い
ま
す
。
懸
案
だ
っ
た
角
館
高
校
と

角
館
南
高
校
の
統
合
は
、
県
の
整
備
計
画

に
何
と
か
間
に
合
い
、
平
成
24
年
度
内
に

は
基
本
・
実
施
設
計
が
組
ま
れ
る
は
ず
で

す
。
角
館
高
校
校
舎
は
平
成
25
年
度
に
耐

震
改
修
工
事
に
着
手
し
、
26
年
度
に
は
角

館
南
高
校
校
舎
を
活
用
し
て
統
合
高
校
を

ス
タ
ー
ト
。
27
年
度
か
ら
は
全
日
制
校
舎

（
現
角
館
高
校
校
舎
）
の
使
用
を
始
め
、
ま

た
定
時
制
校
舎
（
現
角
館
南
高
校
校
舎
）

の
耐
震
改
修
、
大
曲
養
護
学
校
仙
北
地
区

分
校
（
仮
称
）
の
新
校
舎
建
設
を
実
施
す

る
予
定
で
、
28
年
度
か
ら
は
定
時
制
の
新

校
舎
を
、
ま
た
大
曲
養
護
学
校
仙
北
地
区

分
校
（
仮
称
）
の
新
校
舎
を
使
用
可
能
に

し
た
い
と
い
う
の
が
県
の
計
画
で
す
。

　

年
末
に
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、

地
域
運
営
体
の
全
地
域
設
立
で
す
。
今
年

か
ら
は
当
初
の
計
画
通
り
、
９
つ
の
地
域

運
営
体
が
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
、
地
域

防
災
や
見
守
り
活
動
を
本
格
展
開
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
様
々
な
課
題
の
存
在

が
見
え
て
き
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
対
応
し
、
時
間
を
か
け
て
成
熟
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
運
営
体
の
横
の

繋
が
り
を
深
め
る
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）

も
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

各
事
業
が
こ
こ
に
辿
り
着
く
ま
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
２
年
の
時
間
と
多
く
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
が
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
「
明
日
を
創
る
８
つ
の
約
束
（
40
政

策
）」
は
、
進
捗
状
況
を
分
析
す
る
検
証
事

業
を
除
く
全
て
に
着
手
済
み
で
す
。

　

し
か
し
市
民
の
皆
様
か
ら
す
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
変
革
が
進
ん
で
い
る
の
か
実
感

で
き
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
物
品
調

達
業
務
委
託
の
市
内
発
注
制
度
で
、
市
発

注
の
工
事
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

度
の
88
％
か
ら
10
％
積
み
上
げ
が
で
き
た

な
ど
、
具
体
的
な
成
果
が
見
え
て
き
た
事

例
が
少
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
公
約
の

中
心
的
な
位
置
付
け
と
し
た
所
得
を
10
％

増
の
約
束
は
、
基
準
年
と
し
た
平
成
18
年

度
の
一
人
あ
た
り
１
７
２
万
円
か
ら
、
平

成
20
年
度
で
は
１
６
９
万
円
に
下
が
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
任
期
は
折
り
返
し
に
入
っ

て
い
ま
す
。
市
職
員
の
意
識
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
行
財
政
改
革
と
同
じ
レ
ベ

ル
で
、
所
得
ア
ッ
プ
対
策
に
真
っ
向
か
ら

立
ち
向
か
う
覚
悟
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

※

　

昨
年
の
取
り
組
み
が
功
を
奏
し
、
今
年
、

仙
北
市
は
様
々
な
分
野
の
全
国
大
会
の
会

場
に
な
り
ま
す
。
日
本
温
泉
気
候
物
理
医

学
会
総
会
・
学
術
総
会
（
６
月
７
日
～
10

日
予
定
）、
日
本
む
か
し
話
し
大
学
全
国
大

会
（
６
月
23
日
～
24
日
予
定
）、
全
国
火
山

砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会
（
10
月
18
日
～
19

日
）、
祭
屋
台
等
製
作
修
理
技
術
者
研
修
会

…
、
賑
や
か
な
１
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
行
政
内
部
で
起
こ
っ
た
問
題
を

隠
す
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
常
に
オ
ー
プ
ン

で
、
ま
た
元
気
と
笑
顔
で
、
今
年
も
郷
土

づ
く
り
を
進
め
る
エ
ン
ジ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
の
脅
威
が
牙
を
剥
い
た
ら
、
人
間

は
全
く
無
力
で
す
が
、
震
災
復
興
は
、
人

と
人
の
助
け
合
い
、
人
間
力
で
勝
負
で
す
。

今
を
こ
こ
で
過
ご
せ
る
、
仕
事
に
打
ち
込

め
る
こ
と
に
感
謝
し
、
謙
虚
に
、
そ
し
て

大
胆
に
時
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
叱
咤
激
励
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
畏
怖
と
反
省
、
そ
し
て
希
望

仙
北
市
長　

　
　

門
　
脇
　
光
　
浩
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